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１．インターネット調査の概要 
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（１）調査の目的 
  
  空き家の利活用や適正な管理を促進していくうえで、供給側である「空き家所有者」と需要者となる「住み替え意向者」の意
識をさぐり、供給側、需要側のそれぞれにとっての問題や課題を明らかにし、今後の施策展開を考える資料とする。 

（３）実施期間 
 
  平成26年１月22日（水）から平成26年１月28日（火）の７日間 

（２）調査の方法 
 
  大阪府クイック・リサーチ「おおさかQネット」を活用したインターネットアンケート調査 

（４）回答者数 
 
  空き家利活用 ：1,790名／2,620名 （回答率 68.3％） うち空き家所有者は、125名 
  住み替え意向 ：1,771名／2,620名 （回答率 67.6％） うち住み替え意向者は、551名 

（５）アンケート内容 
 
  空き家利活用 ：空き家の状態、利活用意向・懸念事項、管理の状況、除却意向など 
  住み替え意向 ：住み替え理由、住み替えを希望する住宅の建て方・取得方法、中古住宅を購入する際の懸念事項など 



２．調査結果の概要 
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 回答者（約1,800名）のうち、空き家を所有している者は、125名で７％程度。空き家の建て方は、戸建住宅が
最も多く８割近くを占める。また、築年数は「31年以上」が最も多く６割を占める。 
 

 空き家の管理状況は、「自分で管理」が65％、「業者が管理」は４％のみ。 
 「特に管理していない」が10％程度存在し、その理由として、「遠方である」「必要性を感じない」をあげる人が
半数存在。 

 空き家管理サービスの利用については、関心は低く、費用負担を懸念する者が多い。 
 

 除却・解体については、「除却・解体する意向なし」が６割程度、「除却・解体を希望」が４割。 
 「除却・解体しない理由」として、「片付けが手間」という消極的理由とともに、「売却や賃貸を考えている」、
「今後利用する可能性がある」といった積極的理由もみられる。 
 

 空き家の現在の活用状況は、「特に何もしていない」者が101件で、空き家所有者の８割以上を占める。 
 「特に何もしていない」者における今後の活用意向については、「何らかの利活用をしたい」と考えている者
は45％、「いずれもしたくない・できない」とする者が51％ある。 

 利活用したくない・できない理由をみると、「賃貸」では、「一度貸し出すと返してもらうのが大変」がもっとも多
く、ついで「今後自分などが利用するつもり」が続く。「売却」では、「今後自分などが利用するつもり」が最も
多く、次いで「家財道具を片づけるのが手間」と消極的理由が続く。 
 

 空き家所有者が空き家を売却するときの望ましい状態として、「売主がほとんど修繕を行わず、購入者が自
由にリフォームを実施できる状態」が最も多く、それに対応する中古住宅取得希望者では、「売主が売却前
の修繕をほとんど行わず、周辺の中古住宅より低価格である住宅を購入」し、「購入後にリフォームを行うこ
と」に関する興味が高い。 
 

 空き家所有者が行政に期待する施策は、「相談窓口の設置」、「利活用マニュアルの策定」、「除却・改修費
用補助」を求める声が多い。 



 回答者（約1,800名）のうち、自身が住んでいる住宅以外に住宅を所有している者は、284件（16％）。うち、
空き家を所有している者は125件（全体の７％）。 

 50代以上になると、現住居以外に住宅所有する者の割合が高くなり、各年代とも２割程度存在。 
 世帯年収別では、年収が1,000万円以上で、現住居以外に住宅を所有する者の割合が高くなる。 

３．所有者の概況 

5 （資料）「おおさかQネット 『空き家利活用に関するアンケート調査』（平成26年３月）」 
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４．空き家の概況 
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 「自分で管理」が82件（65％）、「業者が管理」は５件（４％）のみ。 
 「特に管理していない」が12件（10％）。その理由は、「遠方である」「必要性を感じない」をあげる人が全体
の50％であるが、「誰に管理をお願いすればよいかわからない」も33％存在する。 
 

 空き家の管理の内容として、「風通し」「郵便物の整理・処分」「草取り」を６割以上が実施。防犯確認、雨
漏り等の確認も約半数を占める。水周り設備等の点検は３割程度にとどまっている。 

５．空き家の管理状況 

7 （資料）「おおさかQネット 『空き家利活用に関するアンケート調査』（平成26年３月）」 
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 管理業者への委託について興味を持っているのは30％程度。39％が「あまり興味がない」、30％が「全く
興味がない」と回答しており、関心が高いとはいえない。 

 管理費が５千円未満なら委託したいという回答が57％を占める一方で、現に管理を委託している者にお
ける委託金額は、５千円以上となっている。 

 管理を委託する場合の懸念事項としては、「支払費用の負担が大きい」が66％で圧倒的に多い。また、
「サービス内容がよくわからない」「どのような事業者がいるのか分からない」といった管理サービスに関
する情報不足に対する懸念もみられた。 

６．空き家管理サービスに対するニーズ等 

8 （資料）「おおさかQネット 『空き家利活用に関するアンケート調査』（平成26年３月）」 
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 除却・解体については、「全くするつもりはない」「考えていない」があわせて61％を占めている。逆に除
却・解体の希望が39％ある。 

 除却・解体しない理由としては、「片付けが手間」（34％）という消極的理由とともに、「売却や賃貸を考えて
いる」（33％）、「今後利用する可能性がある」（32％）といった積極的理由もみられる。 

７．空き家の除却 

9 （資料）「おおさかQネット 『空き家利活用に関するアンケート調査』（平成26年３月）」 
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 空き家の現在の活用状況について、「特に何もしていない」者は101件で、８割を越える。 
 「特に何もしていない」者における今後の活用意向については、「売却・譲渡したい」「賃貸したい」「いずれ
でもよいのでしたい」など「何らかの利活用をしたい」と考えている者は45％、「いずれもしたくない・できな
い」とする者が51％ある。 

８．空き家の利活用意向 

10 （資料）「おおさかQネット 『空き家利活用に関するアンケート調査』（平成26年３月）」 
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■築年数別の今後の活用意向（Ｎ＝101） 
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 空き家を利活用したくない・できない理由をみると、「賃貸」では、「一度貸し出すと返してもらうのが大変」
がもっとも多く42％、ついで「今後自分などが利用するつもり」が続く。 

 「売却」したくない・できない理由では、「今後自分などが利用するつもり」が最も多く32.7％、次いで「家財
道具を片づけるのが手間」と消極的理由が続く。 

９．空き家を利活用したくない・できない理由 

11 （資料）「おおさかQネット 『空き家利活用に関するアンケート調査』（平成26年３月）」 
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11.5% 
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7.7% 

7.7% 

7.7% 

5.8% 

3.8% 

3.8% 

1.9% 

1.9% 

0.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一度貸し出すと、返してもらうのが大変だと思うから 

今後自分（又は親族が）利用するつもりだから 

入居者のマナーや家賃滞納の対応が大変そうだから 

自分の家を雑に扱われてしまう恐れがあるから 

貸し出すには相応のリフォームが必要だから 

家財道具一式を搬出したり片づけたりすることが手間だから、又は保管

する場所がないから 

空き家であっても自分の家に他人が入居することに心理的に抵抗感があ

るから 

盆暮正月の帰省など、たまに利用する可能性があるから 

将来相続させるつもりだから 

敷金の清算や入居者の退去に手間取りそうだから 

家賃収入に対して維持管理費の負担が大きいと思うから 

家族（または親族）の同意が得られないから 

契約手続きが面倒そうだから 

空き家となっている住宅の近所や集落の目が気になるから 

取り壊し、建替えなど、売却や賃貸以外の可能性を考えたいから 

賃貸住宅のオーナーとして様々な責任や義務が生じるから 

空き家となっている住宅が現在の居住地から遠く、状況がよくわからない

から 

貸しても借り手がつかないと思うから 

その他 

希望の条件では、借り手がつかないと思うから 

どうやって貸せばよいか、誰に相談すればよいかわからないから 

一度賃貸に出したが借り手が見つからなかったから 

32.7% 

26.9% 

21.2% 

21.2% 

15.4% 

11.5% 

9.6% 

9.6% 

9.6% 

7.7% 

5.8% 

3.8% 

1.9% 

1.9% 

1.9% 

0.0% 

0.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今後自分（又は親族が）利用するつもりだから 

家財道具一式を搬出したり片づけたりすることが手間だから、又は

保管する場所がないから 

契約手続きが面倒そうだから 

将来相続させるつもりだから 

盆暮正月の帰省など、たまに利用する可能性があるから 

売っても買い手がつかないと思うから 

傷んでいるため、売るには相応のリフォームが必要だから 

家族（または親族）の同意が得られないから 

その他 

相続登記（名義の変更）をしていないから 

取り壊し、建替えなど、売却や賃貸以外の可能性を考えたいから 

希望の条件では、買い手がつかないと思うから 

売却後に不具合や欠陥等が見つかり、瑕疵の責任を問われること

が心配だから 

敷地境界がはっきりしていない、又は敷地境界についての争いが

あるから 

空き家となっている住宅の近所や集落の目が気になるから 

どうやって売ればよいか、誰に相談すればよいかわからないから 

一度売却しようとしたが買い手が見つからなかったから 

■空き家を貸したくない・できない理由（Ｎ＝52） ■空き家を売りたくない・できない理由（Ｎ＝52） 



 空き家所有者が空き家を売却するときの望ましい状態として、「売主がほとんど修繕を行わず、購入者が
自由にリフォームを実施できる状態」が最も多く、半数以上を占める。 

 一方で、中古住宅取得希望者においても、「売主が売却前の修繕をほとんど行わず、周辺の中古住宅よ
り低価格である住宅を購入」し、購入後にリフォームを行うことに関する興味が高い。 

10．空き家を売却・取得する場合の望ましい状態 

12 （資料）「おおさかQネット 『空き家利活用に関するアンケート調査』（平成26年３月）」 
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等をある程

度行う, 28, 

41% 

貸主・売主

は殆ど修繕

を行わず、

賃借人・購

入者が自由

にリフォー

ムを実施で

きる状態, 
36, 53% 

■【空き家所有者】空き家を売却・賃貸 
 する場合の望ましい状態 
 （リフォーム・修繕の程度）（Ｎ＝68） 

■【中古住宅取得希望者】リフォーム前提で中古住宅を購入することへの関心度（Ｎ＝253） 

14.3% 

15.3% 
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63.3% 

46.6% 

57.5% 

53.0% 

14.3% 
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5.5% 
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3.6% 

2.0% 

13.0% 

6.8% 

9.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

周辺の中古住宅より高い価格設定であるが、売主が費用負担して、住

宅全体のリノベーションがなされた中古住宅(N=49) 

売主が費用負担して、修繕等（クリーニングや設備の入れ替え、クロス

の張り替え等）を行い、周辺の中古住宅と同水準の価格設定である中

古住宅(N=131) 

売主が売却前の修繕を殆ど行わず、周辺の中古住宅より低い価格設

定である中古住宅（購入者が自己負担で設備の入れ替えなどを実施す

る）(N=73) 

総計(N=253) 

大変興味がある 興味がある あまり興味がない 興味がない どちらともいえない 



 空き家所有者においては、インスペクション等の制度の認知度及び制度活用に関する興味は非常に低い
状況だが、中古住宅取得希望者では、制度の認知度は低いものの、制度活用に関する興味は非常に高
い状況にある。 

11．インスペクション等の制度の認知度及び活用に関する興味 

13 （資料）「おおさかQネット 『空き家利活用に関するアンケート調査』（平成26年３月）」 

■インスペクションの実施、瑕疵担保保険への加入、住宅履歴情報の蓄積に関する認知度・制度活用に関する興味） 

空き家所有者 

【認知度】 
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内容も知っている 聞いたことはある 知らなかった 

【制度活用に関する興味】 
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大変興味がある 興味がある あまり興味がない 
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60.5% 
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インスペクションの実施 

住宅瑕疵担保保険への加入 

住宅履歴情報の蓄積 

内容も知っている 聞いたことはある 知らなかった 

37.2% 

32.0% 

36.0% 

54.5% 

53.8% 

55.3% 

4.7% 

9.5% 

5.5% 

0.4% 

0.4% 

0.4% 

3.2% 

4.3% 

2.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インスペクションの実施 

住宅瑕疵担保保険への加入 

住宅履歴情報の蓄積 

大変興味がある 興味がある あまり興味がない 興味がない どちらともいえない 

【認知度】 

【制度活用に関する興味】 

中古住宅取得希望者 



 空き家の利活用に関し、「特に何もしていない者」について、今後の利活用意向別に行政に期待する支援
サービスをみると、「何らか活用したい」層では、「相談窓口の設置」が最も割合が高く、続いて、「利活用等
マニュアルの作成」「除却費用の補助」が続いている。 

 一方で、「利活用をしたくない・できない」層では、「利活用等マニュアルの作成」の割合が高く、続いて、「改
修費の補助」「除却費の補助」が続く。なお、「相談窓口の設置」についても一定のニーズがある。 

12．空き家所有者が行政に期待するサービス 

14 （資料）「おおさかQネット 『空き家利活用に関するアンケート調査』（平成26年３月）」 
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空き家情報サイト 

相談窓口の設置 

不動産業者のあっせん 

利活用等マニュアルの

作成 

除却費用補助 

改修費用補助 

借上げ 

■空き家の利活用意向別にみた、空き家所有者が行政に期待する支援サービス（Ｎ＝97） 
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